
2018年度第2四半期報告
株主通信

エーザイはWHOのリンパ系フィラリア症
制圧活動を支援しています。



株主の皆様には、日頃よりご指導、
ご支援を賜り、誠にありがとうございます。
2018年度第2四半期決算と
経営の状況をご報告申し上げます。

■  売上収益は、抗がん剤「レンビマ」が 
米国・日本をはじめとして肝細胞がん
に係る適応を取得したこと等に伴い 
大幅な拡大を果たしたほか、ヒト型抗ヒト
TNFαモノクローナル抗体「ヒュミラ」お
よび抗てんかん剤「フィコンパ」が伸長
し、全体では3,101億25百万円（前年
同期比8.8％増）の増収となりました。

■   営業利益は、抗がん剤「レンビマ」なら
びにβサイト切断酵素阻害剤「E2609」
をはじめとしたアルツハイマー病領域
等への積極的な資源投入を行ったもの
の、増収による売上総利益の増加が販
売費及び一般管理費の増加を上回った
ことにより、483億70百万円（前年同

期比74.4%増）の大幅な増益となりま
した。四半期利益は、363億30百万円

（前年同期比78.5％増）となりました。

■  中間配当金は、１株当たり７０円（前年
同期と同額）とさせていただきます。 
なお、期末配当金は、８０円（年間配当
金150円）を見込んでおります。

 株主の皆様には今後ともご支援を賜り
ますようお願い申し上げます。

2018年11月
代表執行役CEO

株主の皆様へ
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544

635
（通期予想）

204

売上収益

2017年度 2018年度 2017年度 2018年度 2017年度 2018年度 2017年度 2018年度

研究開発費

通期 第2四半期（累計）

2,851

6,001
6,365

（通期予想） 1,470
（通期予想）

3,101

営業利益

1,396

661 650

四半期（当期）利益

277

772

900
（通期予想）

484
363

（注）本株主通信に記載されている予想および計画等は、さまざまな不確定要素（経済情勢、薬事制度、研究開発上のリスク、製造承認許可等）
により変動するものであることをご了解願います。

（億円、％）

2018年度
第2四半期（累計） 通期

実績 売上比 前年同期比 見通し 売上比 前年比

売上収益 3,101 100.0 109 6,365 100.0 106

研究開発費 650 21.0 98 1,470 23.1 105

営業利益 484 15.6 174 900 14.1 117

四半期（当期）利益 363 11.7 178 635 10.0 117

ROE 10.7 10.0

第2四半期決算の概況 【IFRS（国際会計基準）】

（億円）
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開発品の状況／トピックス

9月

9月

9月

8月

8月

■ 開発品の状況
2018年4月以降、開発ステージに進捗があった開発品は以下のとおりです。（10月末現在）
領
域

製品名／
開発品コード 剤形 概要 地域 開発状況

フェーズⅡ フェーズⅢ 申請 承認

神
経

フィコンパ 
／ E2007 経口

抗てんかん剤
／てんかん小児適応【効能追加】

米国

日欧

抗てんかん剤／部分てんかん併用療法 中国

サフィナミド 
(一般名） 

／ ME2125
経口 モノアミン酸化酵素B阻害剤

／パーキソン病 日本

E2730 経口 シナプス機能モジュレーター／てんかん 米国

E2082 経口 AMPA受容体拮抗剤／てんかん 米国

が
ん

レンビマ 
／ E7080

経口 抗がん剤／肝細胞がん【効能追加】※1

米欧

中国

韓国

経口
抗がん剤／子宮内膜がん・セカンド 
ライン（抗PD－１抗体ペムブロリズマブ 
との併用療法）※1

日米欧

消
化
器

モビコール 
配合内用剤 
／ AJG555

経口 慢性便秘症治療剤／慢性便秘症※2 日本

そ
の
他

E6011 注射 抗フラクタルカイン抗体／クローン病※3 日欧

※1 米メルク社と共同開発　※2 ＥＡファーマと持田製薬の共同開発　※3 ＥＡファーマが開発

3



開発品の状況／トピックス

■  抗がん剤「レンビマ」、肝細胞がんに係る適応を米国、欧州、中国、韓国等
で承認取得

　自社創製の抗がん剤「レンビマ」は、肝細胞がんに係る適応追加（単剤、一次治療）の
承認を8月に米国、欧州、韓国で同時に取得し、翌9月には中国でも取得しました。「レ
ンビマ」は順調に承認取得が進んでおり、甲状腺がんに係る適応では日本、米国、欧州、
アジア等の50カ国以上で、腎細胞がん（二次治療）に対するエベロリムスとの併用療法
に係る適応では、米国、欧州等の45カ国以上でそれぞれ承認を取得しています。

■  アミロイド仮説を実証する画期的な結果を国際会議で発表
　2018年7月、米国シカゴで開催されたアルツハイマー病協
会国際会議にて、次世代アルツハイマー病治療剤として米国
バイオジェン社と共同開発中の抗アミロイドβプロトフィブリル
抗体「BAN2401」およびβサイト切断酵素（BACE）阻害剤「エ
レンべセスタット（一般名）」の臨床試験結果を発表しました。
　「BAN2401」は、脳内アミロイドβ蓄積量の減少と臨床
症状の進行抑制を世界で初めて後期臨床試験で示しました。
また、「エレンべセスタット（一般名）」も、BACE阻害剤におい
て脳内アミロイドβ蓄積量の減少と臨床症状の悪化の抑制が
観察されました。

■  個人株主説明会を全国４カ所で開催
　2018年10月、名古屋、大阪、広島、福岡で個人株主説
明会を開催し、4会場で約900名の株主様にご来場いただき
ました。当社の経営戦略と今後の見通しについて説明した後、
株主様からのご質問をお受けしました。次世代アルツハイマー
病治療剤や抗がん剤の開発状況、医薬品アクセスや女性活躍
推進等について株主様から多くのご質問をいただき、貴重な対
話の場となりました。

国際会議での様子（シカゴ）

個人株主説明会（大阪）
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株主総会アンケート結果

　2018年6月20日に第106回定時株主総会をベルサール高田馬場（東京・新宿区）
において開催し、1,593名の株主様にご来場いただきました。株主総会アンケートはが
きに578名の株主様よりご回答いただきましたので、主な集計結果をご報告いたします。

性別

女性
42% 男性

58%

年齢

60代
31.9%

50代
12.2%

40代以下
6.9%

70代以上
48.7%

出席回数

初めて
22.5%

2回目
12.3%

3回目
15.6%

4回目
10.0%

5回目以上
38.4%

■ ご回答データ

議長の事業報告 役員答弁

2,851

受付対応
69.7%

その他対応

12345

43.1%

12345

58.7%

12345

52.5%

12345

5：良かった　4：まあ良かった　3：普通　2：まあ悪かった　1：悪かった

■ 全体評価
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　会場・運営、事業報告等について、多くのご意見をいただきましたので、今後の株主
総会の参考にさせていただきます。ご協力ありがとうございました。

■ 自由記載による主なご意見

会場・運営 80件

52件

27件

17件

7件

事業報告
手土産品
質疑応答
配当

■ 出席理由（複数回答）

経営者の声を直接聞きたい 32.2％

30.5％

30.2％

4.8％

0.6％

1.7％

お土産が楽しみ
会社の現状と将来を知りたい

決議に参加したい
質問をしたい

その他
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株式に関するメモ

■事業年度 4月1日～翌年3月31日

■定時株主総会 6月

■配当基準日（年2回） 期末配当金3月31日、中間配当金9月30日

■株主名簿管理人 
　特別口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社
（連絡先）三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
0120-232-711（通話料無料）

（平日 9時～ 17時　オペレーター対応）

■上場証券取引所 東京証券取引所（証券コード 4523）

■公告方法 電子公告（https://www.eisai.co.jp/ir/index.html）
（やむを得ない事由が生じた場合は、日本経済新聞に掲載）

■株式に関するお手続き等について

株式に関するお問い合わせ先 
エーザイ株式会社 総務・環境安全部 株式グループ 

０１２０－５０１－２１７ 
（受付時間 平日９時～１７時 通話料無料）

見やすい
ユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

ご案内の内容につきましては、以下にお問い合わせください。

証券会社にて株式をお持ちの株主様
▶お取引のある（口座を開設されている）
　証券会社

特別口座にて株式をお持ちの株主様
▶三菱UFJ信託銀行 証券代行部
　0120-232-711（通話料無料）


